









































































































































































(1-52）（p､57） Ｋｑｍｋｚｚｚｅ－ｍｑ hadjustdischarged ｉｔｓｌｏａｄｏｆｓｔｕｄｅｎｔｓａｔｔｈｅＴｏｂａｐｉｅｒｏｐｐｏｓｉｔｅ
Ｍｉｋｉｍｏｔｏ，ｓ“Ｐｅａｒｌｌｓｌａｎｄ,,ａｎｄ，regaining
preparingforthereturncrossingtoUta-jima．
ｉｔｓｕｓｕａｌｈａＤＤｖ－Ｅｏ－ｌｕｃｋｖｏｃｏｕntrifiedair ｗａｓ
(1-53）（p､59）But迦旦haddecidedshewouldneverhavcsucｈａｎｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｉｎａｌｌｈｅｒ life．
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(1-54）（p､59）Influencedbothby-I型iL1g且ａｎｄｂｙｔｈｅｍｏｖｉｅｓｓｅｅｎａｎｄｎｏｖｅｌｓｒｅａｄｉｎ
Ｔｏｋｙｏ，§h且ｗａｓａｌｗａｙｓｗｉｓｈｉｎｇｔｈａｔｓｈｅｃｏｕｌｄｈａｖｅａｍａｎｌｏｏｋａｔｈｅｒａｔｌｅａｓｔｏｎｃｅｗｉｔｈｅｙｅｓ
ｓａｙｉｎｇ‘`Ｉｌｏｖｅｙｏｕ，,ｉｎｓｔｅａｄｏｆ“Ｙｏｕｌｏｖｅｍｅ.，,
(1-55）（p６０）But,ｉｎｈﾆｴｰ1m且91旦旦且旦旦itwasShinji，ｓｈａｎｄｓｈｅｗａｓｆｅｅＩｉｎｇ－ａｈａｎｄｓｈｅｈａｄｎｅｖｅｒｅｖｅｎ
ｓｏｍｕｃｈａｓｓｈａｋｅｎ．
(1-56）（p､62）Ｈｅｒｎａｍｅ,sHatsue，ａｎｄ目h具,ｓ…lLh旦辿LjL.，，
不可算名詞に対する冠詞類については、何もつけない形が多いが、所有代名詞がついたものも存在す
る。（１－３６)から(1-49)までが裸不可算名詞の文、そのあとがそうでない文である｡この違いは何かと考えて
みると、その名詞と特に動詞などとの意味の上での関係が係っているのではないかと気づかされる。例えば
(1-45)の例では、動詞はｂｅで、この名詞が可算名詞であれば不定冠詞が付くであろう。従って、裸不可
算名詞というのは、所有をあまり意識せず、量や程度や範囲などに関して不定の捉え方を反映しているの
ではないかと考えられる。きっちりと所有が考えられ、その全体が捉えられるとき所有代名詞が付けられると
結論付けられる。
以上、全体に対して、その（広義）ｌ部分を示すのに、所有代名詞を使用するか、定冠詞を使用するか、
という点に関して、全体とその部分が１文中であるかどうかということが可算名詞の場合にはポイントになって
いることが明らかになってきた。すなわち、１文中であれば所有代名詞が好まれ、そうでない場合は定冠詞
が好まれるこということである。また、不可算名詞の場合には、裸の形が無標で、特に特定したいとき、所有
代名詞が付けられるということが分かった。
2章所有代名詞による所有関係の分析
前章のデータを検討した結果は、次の原則にまとめられる。
可算名詞については、
原則（１）１つの文の中で名詞の表す対象(Ａ)が導入され、次にその（広義の）１部分(Ｂ)がその文中
で言及されるとき、（Ｂ)には(Ａ)の所有代名詞が付くのが無標である．
原則(2)名詞の表す対象(Ａ)が前文までに既に導入されていて、次にその（広義の）１部分(Ｂ)が言
及されるとき、（Ｂ)には定冠詞ｔｈｅが付くのが無標である．
不可算名詞については、
原則（３）特に特定のものという意識がないときには、裸のままで使用することができる。すなわち、所
有代名詞の付加は任意的である。
提示の仕方の原則
冠詞類というのは、文脈の中への物事の提示の仕方や参照、指示関係を示すものである。
不定冠詞…－－不特定(任意)のもので、category的に指定（文の役割、機能、導入…などと関係し
ている）、
定冠詞、所有代名詞－－－…--特定のもの
このような冠詞類の一般特徴をもとに、全体に対する(広義）１部分の表現がどのようになっているかの原
理の部分を探ることにする。
2.1可算名詞の所有関係
上の原則（１）、（２）から外れて可算名詞に冠詞類が使用されるとき、全体に対する部分の指定ではなく
なる場合があることは重要である．次はPetersen3)が挙げている例文で、彼のEnglishNativeとしての語
感に基づく説明はこのことを明確に示している。
Ｉｗａｓｏｕｔｗａｌｋｉｎｇ旦山ｇｗｈｅｎｌｎｏｔｉｃｅｄｔｈａｔｔｈｅｗｏｍａｎｗａｌｋｉｎｇｉｎｆｒｏｎｔｏｆｍｅ
ｈａｄａｗｈｏｌｅｌｏｔｏｆｂａｂｙｓｐｉｄｅｒｓｃｒａｗｌｉｎｇａｒｏｕｎｄｍｈｅｒｈａｉｒ.(ｐ､５９）
ここで、ｍｙｄｏｇの部分がdog、ａdog、ｔｈｅｄｏｇであれば、次のようにｍｙｄｏｇのときとは異なった意味に
河本誠3２
なるとPetersenは述べている。
＜無冠詞＞
‘tﾉ０９，，の前に何もついていない場合は、一匹の犬ではなく、ｒ犬肉」という意味になる。単数のもの
だから、無冠詞のr裸」の名詞だと、不可算のものになってしまうからである．不可算名詞として考
えられる‘ﾋﾉｏｇ'1というものは、犬肉しかないので、Ｖｗａｓｏｕｔｗａ/ＡｒｍｇｄｏｇＰと言ってしまったら、
なかなかわけの分からないことになる。しいて言えば、犬肉の詰め込まれた乳母車を押しているよ
うなことぐらいは浮かぶが。従って、この場合、，Tog"には「何もつかない」わけにはいかない。
（ｐ５９．６０）
＜不定冠詞＞
不定冠詞の'Ｉａｄｏｇ'だったら、自分でペットとして飼っている犬ではなく、ｒある犬を連れてｊという
表現であるので、ここではふさわしくない。(ｐ６０）
＜定冠詞ｔｈｅ＞
定冠詞の,,Ｉｗａｓｗａﾉｋｊｎｇｌｈｅｄｏｇ,，という表現を使ってもよいが、その言い方は｢犬というも
のは、大依、どの家にでもファミリー・ペットとして飼われているものである」という暗黙の前提に基
づいている言い方である。昔の英語蟹｢では、確かに犬に関しては、”ﾉﾉｉｅ/a、ノノｙｄｏｇ”と決まり
きった表現ができたほど、誰でも犬を一匹ぐらいは飼っているものだという｢当然さ｣もあったが、い
まや、その前提は大分なくなっている。いずれにしても、，,ｌｈｅｄｏｇ,，という表現にすると、その前
提をハ意識している」ことになるので、特にそのつもりのない場合は，別の表現にした〃がよい。
（ｐ６０）
特に不定冠詞の場合が注目される。自分の飼っている犬であることが判っていながら、この表
現を使う(有標）ことは通常ではできないというわけである。
＜所有代名詞＞
さらに、次の例もＰｅｔｅｒｓｅｎが挙げている。
Ｓｈｅｐｕｔｉｔｍｔｈｅｆｒｅｅｚｅｒｔｏｃｏｏｌｉｔｏｆｆ.（ｐ,４４：Petersen2)）
…，ｓｏｓｈｅｐｕｔｉｔｉｎｈｅｒｍｉｃｒｏｗａｖｅｔｏｄｉｒｔｉｔｏｆｆ.（ｐ４３:〃）
彼は、ｆｒｅｅｚｅｒの場合、どの家庭にも既に備わっているから定冠詞付きでよい（状況のｔｈｅ）、し
かるに、microwaveの場合にはそういう状況でないから定冠詞が使えない、と述べている。彼は
触れていないが、当然、この可算名詞で示される対象が、この文の前に既に導入されていれば、
それを受ける(前方照応の)定冠詞十不可算名詞が使われるはずである。
指示性
Ｐｅｔｅｒsenのこの節の最初の例は、実はやや特殊なものであるといえる。というのは、私の飼っている犬の
場合もあり、ｆａｍｉｌｙｄｏｇの可能性もあり、また、犬肉（物質名詞）をも意味する、というように多くの可能性
を持った特殊な場合といえるからである。不定冠詞を使うのは、情報を詳しく提示する必要がないと判断す
るか、または、知らないので言えない場合ということになる。
ドイツ語などの場合
所有代名詞に関連して、鈴木(p､95-6)は言語の基本的部分の違いといえるものについて次のように述
べている、
ＩｈａｖｅａｂｏｏｋｍｍＪＭｂａｎｄ、
－－－(途中略）－－－
当然｢私は手に本を－冊待っています」であろう。つまり、
Ｉｈａｖｅａ６ｏｏｋｍｔｈｅｈａｎｄ，
でなくてはならないはずである。ｒ私は本を－冊待っております、手に」の手は自分の手に決まっている
のではないだろうか。つまり、ｒ周囲の状況」からわかる'手ノであるから、ｍｙではなくｔｈｅのはずである。
Ｍ'を用いると重複表現(】りん｡nasmﾉになってしまう｡この表現を他のヨーロッパ言語と比較してみよ
う、
Ｚｋ６ｅｈｅｅｚｚ６ｏｅｋｍｄｅｈａｎｄ.（オランダ語）
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Ｉｂｋ比〃eｎＢｏｏＡｍｄｅＨａｎｄ（低地ハイツ語）
ＩｂｊＭａ６ｅｅｍＢｕｃｈｊｎｄｅｒＨｍ]..(標準Ｆイツ語）
ＪｌａｊｚＪｎノjUzredans／ａｍａｍ.（フランス語）
英語以外の諸言語はすべて、ｔｈｅノｈａｎｄに栢当する句を使用している。英語だけが独自の発達を
遂げたのである。これを英語の特殊性と称してもよいだろう。
英語では、上記所有代名詞と定冠詞はそれでも一応両方とも可能であるが、全体に対する１部分を１
文中で表すには所有代名詞付きが無標で、定冠詞付きは文を越えての前方照応とみなされてしまう､とい
うように使い分けができている｡定冠詞付きは、前文までに導入済みの全体に対する部分指定となるわけで
ある。
この章のはじめで述べた原則（１）の所有代名詞が無標で使われるべきところに他の冠詞類が使われると、
既にＰｅｔｅｒｓｅｎの例で見たように、無標の場合とは異なった別の意味が出てくることになる。そのことを別の
視点から見れば、英語では、各名詞の単数形でさえ、無冠詞、所有代名詞、不定冠詞、定冠詞と結合し、
それぞれが十分に守備範囲を確保しており、冠詞類による表現の細かさが発達しているといえる。
可算名詞に不定冠詞が付く場合には、所有関係は意図されていない。ただ、所有関係が他の言語要
素によって決定されることはある。例えば、動詞を中心とした文全体が所有関係を述べている場合には、次
のように間接的に所有関係が成立する。
Ｈｅｈａｓａｃａｒ．
数に関して
次の例を見てみよう。
「学生：ＩｗｅｎｔｗｉｔｈｍｙｆｒｉｅｎｄＪ(p､５６:Petersen3)）
これがｍｙｆｒｉｅｎｄを初めて導入する文であるとすれば、Petersen3）（ｐ５６)が述べているように、私には
friendが唯一人しかいない、ということになる。これもｍｙの限定性から生じる事柄と考えれば納得がいく。
ところが、次の表現も非常によく目にするものである。
Ｉｈａｖｅａｐｅｎｉｎｍｙｈａｎｄ、
これは、各人には通常手が２つあるということが前提となっているから、ｉｎｏｎｅｏｆｍｙｈａｎｄｓとしなくてかま
わないのであろうか。疑問が残るがそう考えざるを得ない。
以上、可算名詞に所有代名詞が付けられるときには、章頭の原則（１）が成立することがさらに支持され
ることになった。
２．２不可算名詞の所有関係
不可算名詞に所有代名詞が付くのはどのような条件のときであろうか。次の例を見てみよう。
(2-1） ｌｔｉｓｏｆｔｅｎｎｏｔｅｄｔｈａｔ
ｃｌａｓｓｅｓａｎｄｔｈａｔｔｈｉｓａ
sｅｌｄｏｍａｓｋｑｕｅｓｔｉｏｎｓｉｎｔｈｅｉｒ
ｈｉｓａｐｐｅａｒｓｔｏｂｅｎotsimplybecauseofshVnes且.(ｐ４８:Petersen2)）
(2-2）ＥＵｑｆ２ｗａｎｔｅｄｔｏｇｏｏｎ，ｂｕｔｓｈｙｎｅｓ亘ｈｅｌｄｈｅｒｂａｃｋ．
(2-3）Ａｓ旦旦ｴｰﾆ｣Ｕ旦旦旦旦droppedaway,且h且ｓｈｏｗｅｄｗｈａｔａｃｕｔｅ，beguilingyoungstershewas、
これらの例から分かることは、抽象名詞に所有代名詞が付いているときと、付いていないときがあるということ。
shynessはいずれも文の中に他の名詞が表す対象（上の例で、それぞれJapanesecollegestudents，
she，ｓｈｅ)の広義所有物であり、そうすると所有代名詞が付いたり付かなかったりしていることになり、所有
代名詞を付ける必要性が分からなくなる。そのことを探るために、まず可算名詞のときと同じように、不可算
名詞に対する冠詞類の役割などをまず見ておこう。
＜無冠詞＞
可算名詞のときと同じである。当然、所有代名詞は前方照応、後方照応、外界照応である。
＜定冠詞＞
定冠詞ｔｈｅ(指示）の使い方については、前方照応、後方照応、外界照応のいずれかで、これは問題な
い。特殊な使い方としては、具体的なものを指すようになることがあること。いずれにしても、定冠詞が使われ
るときには対象全体が意図されていることが重要であり(河本）、これは所有代名詞のときもそうである。
＜所有代名詞＞
河本誠3４
複数所有者の候補がある場合、そのどれかということを示すときには必ず必要である。
不可算名詞の特徴
可算名詞は、無冠詞では抽象名詞（物質名詞）として機能してしまうので、何か付けなければならない、
従って、所有代名詞がよく使われると考えられる。ところが、不可算名詞の場合、それ自身が抽象的な事
柄や物質を表すわけだから、無冠詞で初めてそういう意味になるというわけではない。それでは、それに他
の冠詞類が付いた場合と比較するとどうなるか。一般に、定冠詞や所有代名詞の場合は明確に範囲が限
定されている。それに対して裸の場合には、定冠詞や所有代名詞付きのときと違って範囲が限定できない
ので、量や程度について不特定のものと考えざるを得ない。このことから、裸不可算名詞というのは、可算
名詞の不定冠詞付きや裸複数形に対応するものではなかろうか。そして、この章の初めの原則(3)につい
て、それが成立することも納得がいく。
中間のまとめ:不可算名詞は、所有関係などの“指示性”を冠詞類で明示する必要はない。
抽象名詞、物質名詞は無冠詞でもそれぞれ抽象、物質であることに変わりがなく、指示性、特定化など
の使い分けが必要になってくるときだけ、そのことを明示する所有代名詞を付ければよいことになる。
指示性
つぎのPetersen3)の例を見てみよう。
(2-4）Ｉｗａｓｏｕｔｗａｌｋｉｎｇｍｙｄｏｇｗｈｅｎｌｎｏｔｉｃｅｄｔｈａｔｔｈｅｗｏｍａｎｗａｌｋｉｎｇｉｎｆｒｏｎｔｏｆｍｅｈａｄ
ａｗｈｏｌｅｌｏｔｏｆｂａｂｙｓｐｉｄｅｒｓｃｒａｗｌｉｎｇａｒｏｕｎｄｉｎｈｅｒｈａｉｒ.(p､５９）
無)冠詞の"ba6・ySPjdersmhajr'だったら、彼女の頭に生えている髪の毛ではなく、例えば、彼女
がなぜかわざわざ手にもっている｢一かたまりのもつれた髪の毛に」蜘蛛の赤ちゃんがうようよしている
という､さらに変な場面になる。(jD6zノ
これは、彼女の髪を意味するのであれば、１つの（範囲のある)塊全体であるから、その点からｈｅｒｈａｉｒとな
るのが当然である｡彼女の身体の一部としてのｈａｉｒと、彼女が身近に持っているｈａｉｒの２つの可能性が
あり、その区別にｈｅｒが貢献している｡ｈｅｒｈａｉｒが彼女の髪の毛という全体的なものを指し示すことができ
るから、ｈｅｒｈａｉｒが使えるといえる。
不特定ｖｓ､全体
次に、全体に対し、その不可算名詞の形での（広義）１部分を含む例文を取り上げ、（広義）１部分に使
われる冠詞類の出現規則を探ることにする。
Hewasdroppingmood．６/C d(血をぽとぽとしたたらせていた）（以下、特に指定がなければ市川より
引用）
Ｈｅｔｕｒｎｅｄｔｒａｉｔｏｒｔｏｔｈｅｃａｕｓｅｆｏｒｗｈｉｃｈｈｅｈａｄｓｈｅｄｈｉｓｂｌｏｏｄ．
(2-5）
(2-6）
(2.7）
(2-8）
Ｗｅｈａｖｅｓｐｍｅｄｔｏｏｍｕｃｈｂｌｏｏｄａｌｒｅａｄｙ・
Ｓｈｅｗａｎｔｅｄｔｏｇｏｏｎ，ｂｕｔＳｈｖｎｅｓｓｈｅｌｄｈｅｒｂａｃｋ．（shynessとｓｈｅとは分離してみていると
考えられる）
ＨｅｗａｓｏｖｅｒｐｏｗｅｒｅｄｂｙｓｈＶｎｅｓｓ．(2-9）
(２．１０）
(2-11）
(2-12）
(２－１３）
(2-14）
(２－１５）
(２－１６）
Ｓｈｅｈａｓｎｏｓｅｎｓｅｏｆｓｈｖｎｅｓ旦ｏｒｄｉｓｃｒｅｔｉｏｎ．
Ｂ１ｕｓｈｉｎｇｗｉｔｈ且ｈｖｎｅｓｓ、Ｉｔｒｉｅｄｔｏｓｐｅａｋ
Ｓｈｅｄｏｅｓｎ,ｔｈａｖｅｍｕｃｈｍｉｌｋ
Ｔｈｉｓｆａｃｔａｄｄｓｇｒｅａｔｗｅｉｇｈｔｔｏｈｉｓｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎｓ・
Ｔｈｅｄｏｌｌｓｗｅｒｅａｒｒａｎｇｅｄａｃｃｏｒｄｉｎｇｔｏｓｉｚｅ・
ＩｔｓｉｍｐｏｒｔａｎｃＱｉｓｎｏｔｔｏｂｅｍｅａｓｕｒｅｄｂｙＳｉｚｅ、
ＴｈｉｓｂｏｘｉｓｖｅｒｙｌｉｇｈｔｗｈｅｎｗｅｃｏｎｓｉｄerLtssize．
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Petersenの説明に従えば、最初の例のbloodは彼のものではないということになるが、実際には彼の
bloodである。そうすると、全体に対する部分であっても、不可算名詞の場合には扱い方に２通りあることが
分かる．１つは不可算名詞が表す対象全体の１部分全体として意識して扱う(見る)もので、もう1つは、そ
うでない扱い方（見方）である．すなわち、所有代名詞の付いた不可算名詞は、それ自身明確に（広義）所
有者によって所有、所持されたものの全体としての捉え方であり、所有代名詞の付かない裸の場合は、任
意性を持たせたり、所有関係をあまり意識していない場合といえる。
裸不可算名詞というのは、それが表す対象の具体的所在を明示しないということで、個々の抽象概念を
まとめた抽象概念を意味するのではなかろうか。そういう意味で、物質名詞も抽象概念を表すことができると
いえる。それはどこのものとも指定していないという意味である。また、裸不可算名詞は不特定な塊を意味し、
繰り返しになるが、それは可算名詞に対する不定冠詞付きまたは裸複数形に対応するものであることが分
かる。
具象化の一般論
よく言われているように、可算名詞に定冠詞、所有代名詞を付けると、それは具体的な特定の“もの"を
表すようになる。これまでの議論はこのことと整合するものである。しかし、不可算名詞に対してはそのような
議論がなされているのを筆者は見たことがないが、同じことが言えるはずである。物質名詞は抽象名詞とし
ても使うことが可能であり、無冠詞のときには、特定性なしで捉えられていることになる。この具象の見地から
も、上の文での所有代名詞の有無の違いを見ることができることが分かる。
抽象名詞： 定冠詞を付けると普通名詞になることがある
裸では不特定（任意的）、不定量
所有代名詞付きでは具体化と全体的把握
物質名詞： 計量化して具象化
所有代名詞付きでは具体化と全体的把握
普通名詞： 無冠詞で抽象化
定冠詞で集合名詞化や抽象化
所有代名詞も定冠詞と同じく限定の意味を持ち、具体化させる働きを持つ。面白いことは、定冠詞を付け
ることにより、可算名詞は普通名詞化し、普通名詞は抽象化（不可算化）することである。
一応の結論：ある対象に対し、その（広義）所有物を示す不可算名詞が表すその対象全体で意識されて
いるときには、それに所有代名詞が付けられる。
ということは、所有代名詞が付けられる(付けられ易い）場面、状況が限定できるのではないかと予想される。
これを次節で見ることにする。
２．３不可算名詞に対する所有代名詞の出現条件
前章から次の例文での所有代名詞の有無は以下のように説明できる。
（a）ＷｈｅｎｓｈｏＰＰｉｎｇｆｏｒａｎｅｗｃａｒ，旦些且ｉｓｎｏｔｔｈｅｏｎｌｙｉｍｐｏｒｔａｎｔｃｏｎｓｉｄｅｒａtion．
（p83Petersen2)）
（b）Ｔｈｉｓｂｏｘｉｓｖｅｒｙｌｉｇｈｔｗｈｅｎｗｅｃｏｎｓｉｄeritssize．
(a）では、ｓｉｚｅ以下の部分は独立していると考えられ、ｗｈｅｎ内に限らず、一般論としての言い方であると
いえる｡従って、この文のｓｉｚｅはａｎｅｗｃａｒのｓｉｚｅに限らないという意味でｓｉｚｅは抽象度が高い裸の形
になっている、といえるのではないか。（b)では、ｉｔｓｓｉｚｅはｔｈｉｓｂｏｘのｓｉｚｅで、その属性（広義所有物）を
示している。ｉｔｓｓｉｚｅは全体がきっちりと限定されており、２章の初めに示した原則に則っていることもわかり、
また、前節の見方ではｉｔｓｓｉｚｅは具象化されている。
所有代名詞は所有関係を指定する機能も当然持っているが、その場合必ず全体を意識していると考
えられる。次に大切なのは、不可算名詞がどのような条件のとき、無冠詞になり易いかということである。
まず最初に、上の例の２つの名詞、ａｎｅｗｃａｒとｓｉｚｅを結びつけるのが文脈であって、文法的なもので
はないということ。このことを次に示しておく。ついでに、所有代名詞だけで所有関係が決まるのではないこ
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とも示しておく。
1．照応関係は明らかに文法的位置に関係しない。
（２－１７）Ｔｈｅｌｏｏｋｏｎｈｉｓｆａｃｅｅｘｐｒｅｓｓｅｄａｓｔｏｎishment．
（2-18）Ｔｈｅｃｈｉｌｄｃｏｕｌｄｎｏｔｄｉｓｇｕｉｓｅｌﾕﾕﾆｰﾆｭ｣且､｣ﾕﾆ且．
2．所有代名詞のあるなしで、所有関係が異なることもない。（不可算名詞では何も付けなければ量は不
明である。
（2-19）Ｓｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｃｏｎｃｅａｌｈｅｒａｓｔｏｎｉｓｈｍｅｎｔａｔｆｍｄｉｎｇｈｉｍｔｈｅｒｅ．
(２－２０）Ｔｈｅｃｈｉｌｄｄｉｓｐｌａｙｅｄｇ』坦旦…､ﾕﾕﾆ且．
所有関係の発生時点
例えば、２つのものの間に所有関係が成立するまでは所有代名詞が使い難いことは次の例から分かる．
（2-21）Ｉ，dliketoorderbreakfastnow．
(2-22）Ｈｅ，seatinghisbreakfasL．（一般によく見る文）
上の場合でも、もちろん、何がしかの前提があり、自分のbreakfastが注文する前から決まっている場合な
どでは話は別である(このbreakfastは物質名詞としての使い方であろう)。従って、所有関係の発生時点
の前後で、不可算名詞でその（広義）１部分を示すのに、所有代名詞を付けるかどうかが関係してくること
がわかる。
次に、不可算名詞が入っていて、（広義）所有関係がｌ文中で成立している文を、試みにやや大雑把に
機能別に分類してみることにする。
所有
■
巳、已口■〃〃Ｈｅｌａｃｋｓｅｄｕｃａｔｉｏｎ（ ａＤｒｏＤｅｒｅｄｕｃａｔｉｏｎ
旦璽ｅｙｅｓｈｅｌｄ ｏａｉｎａｎｄｓａｄｎｅｓｓ．
次は参考として、可算名詞の場合の例を示す：
Ｃｈｉｙｏｋｏ，ｔｈｅｄａｕｇｈｔｅｒｏｆｔｈｅｌｉｇｈｔｈｏｕｓｅｋｅｅｐｅｒ，ｗａｓｓｔａｎｄｍｇａｔｔｈｅｆａｒｅｎｄｏｆｔｈｅ
ｐｉｅｒ,holding旦_且旦旦Ｌ２｣ﾕｰh且Jg.（p５８:Meredith）
educationに所有代名詞ではなく、不定冠詞が現れている場合がある。最後の例では、
Chiyoko…ａＢｏｓｔｏｎｂａｇという関係であり、これはこの章の最初のPetersenの例でのＩ－ｍｙ
ｄｏｇと同じ関係である。しかし、その関係がそれぞれhold，ｗａｌｋによって捉えられ、その捉え方
によって冠詞類が異なっていると解釈できる。従って、このことは２．１でのPetersenの議論が必
ずしも十分ではないことを示している。
移動
Ｕ且｣辺Lu、且LLgeLgavehim1且112_Ｕ』｣2△g且．
HeLreceivedhiseducatiollａｔｔｈｅｃｏｌｌｅｇｅ．￣
Ｈｅｔｕｒｎｅｄｔｒａｉｔｏｒｔｏｔｈｅｃａｕｓｅｆｏｒｗｈｉｃｈｈｅｈａｄｓｈｅｄｈｉｓｂｌｏｏｄ．
Ｔｈｅｎｅｗｓｏｆｌ匹旦_Ll旦旦ＬＵ１ｗｉｌｌｂｒｉｎｇＳＯｒｒｏｗｔｏｍａｎｙｈｅarts、
Ｗｉｌｌｙ｣｡ＬｌＬｔａｋｅ旦旦g且ェｗｉｔｈｙｏｕｒｃｏｆｆｅｅ？
エLgatheredlﾕ量－２匹｣１９且ｂｅｆｏｒｅａｔｔｅｍｐｔｉｎｇｔｈｅｌｅａｐ・
ＳｈｅｈａｓｏｎｌｙｂｒｏｕｇｈｔｍｅＥユユ．
付加
Ｈａｉｚｇｒｅｗｏｎｈｉｓｃｈｅｓｔ・
Ｎｏｗｔｈｅｙｃａｎｉｍｐｌａｎｔｌ１旦些,ｙｏｕｄｏｎ，ｔｎｅｅｄａｗｉｇ、
Ｔｈｉｓｗｉｌｌｒｅｄｕｃｅ，ｉｆｎｏｔｂａｎｉｓｈ，ｙｏｕｒｐａｉｎ.(Ｋ）
身体の一部
Ｓｈｅｗａｓｗｏｒｒｉｅｄｗｈｅｔｈｅｒｈｅｒｍｉｌｋｗｏｕｌｄｃｏｍｅ．
ｈｅｒｈａｉｒ．Ｓｈｅｉｓｄｏｉｎｇ－
ここでは、ともに所有代名詞が付いているが、それら各部分は全体(she)の中に既に存在して
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いるものである。ところが｢表出」のところでは、所有代名詞の付かないものがあり、内容を詳しく比
較して見てみると、新たに生じたものに対しては所有代名詞が付いていないことが分かる。
表出
Ｈｅｓｈｏｗｅｄ
Ｔｈｅｃｈｉｌｄ（
可ｒｅａｔｃｏｕｒａＲｅａｎｄｄｅｔｅｒｍｌｎａｔｌｏｎ ｉｎｃａｒｒｙｉｎｇｏｕｔｈｉｓｍｉｓｓｉｏｎ．
ｄｉｓｐｌａｙｅｄｇｒｅａｔｓｕｒｐｒｉｓｅ・
Ｓｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｃｏｎｃｅａｌｈｅｒａｓｔｏｎｉｓｈｍｅｎｔａｔｆｉｎｄｉｎｇｈｉｍｔｈｅｒｅ・
Ｈｅｃｏｕｌｄｎ'tdisguisehissurprise・既存のものに対する言及
Ｈｅｔｕｒｎｅｄｈｉｓｆａｃｅｔｏｔｈｅｗａｌｌｔｏｈｉｄｅｈｉｓｐａｉｎ、既存のものに対する言及
新たに生じてきたものに対して、その時点での表現においては冠詞類が付かない。ところが、
既に存在しているものが表に出るだけの場合は冠詞類が付くことになるといえる。
生起
Ｔｈｅｌｏｏｋｏｎｈ』且Lfaceexpressed且stonishment．
ＩｈｏｐｅｎｑＬｆ２Ｌ２Ｌ２ｄｉｄｎ'texpressmVsurprise．
Ｌ:Lexpressedhissorrowformysufferings．
取得
HeLgothiseducationwithoutanyschooling.(既存のもの動詞の関係）
Ｏｎｃｅｈｅｈａｓｔａｓｔｅｄｂｌｏｏｄｉｔｗｉｌｌｎｏｔｂｅｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｓｔｏｐｈｉｍ・
IfgLJm｣旦旦ｐｕｔｓｏｎｆ型,ｈｅｓｈｏｕｌｄｒｅａｌｉｚｅｔｈａｔｈｅｉｓｅａｔｉｎｇｍｏｒｅｔｈａｎｈｅｎｅｅｄｓ．
ｈｉｓeducationというのは、ｈｅの中では既に確定している広義所有物（経験）である。それに
反し、残りの文では、外部からもたらされたもので、無冠詞となっているのは納得できる。そして、
そのとき、bloodやｆａｔの何らかの全体が想像できないことも、無冠詞であることと整合している。
不可算名詞は冠詞類なしでも抽象的なものや物質などを表すことができるという意味で、冠詞類の有無
で意味が変わることはないといえる。これは可算名詞が無冠詞では抽象名詞になってしまうことと対比され
る。だから、可算名詞においては、抽象的な意味で使うのでなければ、常に何か冠詞類を付けておかなけ
ればならない、というように、可算名詞の扱いの窮屈さが浮かび上がってくる。
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